


からの観測隊が読売旅行隊をはじめ幾つかありました。 イギリスからの総勢320名という大ツア

ーもファテ ー プル ・ ジ ー クリ日食で観測を行ったようです。 広いインドの中で罷も観測隊が集

中したところではないかと思われます。

さて、 ただでさえも人が集まる観光地に日食観測ということでさらに人が集まったものだか

ら寄ってくるのはあの物売りの群れです。 物を売ろうとするだけならばやかましいだけでなの

で相手にしなければいいのですが（日食観測隊は相手にするところではない。）、 うろうろと

歩き回られて極軸を合わせた望遠鏡の脚を蹴飛ばされたり、 カメラごと三脚を倒されたのでは

たまった物ではありません。 それを予期してかどうかは定かではありませんが、 読売旅行は広

い遺跡の歴も端にある「キャラバン ・ サライ」という隊商宿跡の内庭に陣取りました。 内庭は

高い壁に囲まれており、100mX120mもある広さです。 この壁が我々を物売りの無差別攻撃か

ら守ってくれました。 壁の上はフリースペ ース、 しかし下の内庭は日本人以外立入禁止という

訳です。 内庭への入り口と壁から下に降りる階段は同 一地点なのでそこさえ押さえてしまえば

醤備は万全という訳です。

よその国の観光地の一 部分を占有してしまうというのは良くないことですが、 このキャラバ

ン ・ サライは1年前は草ぽうぽうの荒れ地だったそうです。 それを読売旅行が人足を雇って草

刈をして整偏をしたのですから、 インド政府が占有許可を与えてもいいとしましょう。 実状を

知らぬ紅毛人達は納得行かぬ顔をしてキャラバン ・ サライに降りてきた道を戻りました。

4 ·  ファテ ー プル ・ ジ ー クリにおける日食予報

読売旅行発行の日食観測パンフレットより

観測地：東経77· 24' 57"

北緯27° 05' 52" 標高 250m

日食予報： 予報時刻(UT) 太陽高度

第1接触 2h54m53s 1 2. 2
° 

第2接触 3h04m13s 

食甚 3h04m35s 26. 3•

第3接触 3h04m57s 

第4接触 4h23m40s 40. 1° 

皆既継続時閻 44秒

5. 皆既日食観測状況（メモをもとに加筆）

当日の朝は午前3時前に起き、 望遠鏡の極軸合わせを必要とする先発隊を見送った後、空を

見上げれば星は見えるのだがどうも霞（もや）がかっている。 透明度は余り良くない。 まあ、
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